
委
員
会
提
出
第
五
号
議
案

Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
推
進
路
線
の
見
直
し
を
求
め
、
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
推
進
に
反
対
す
る
意
見
書

国
連
食
糧
農
業
機
関
は
先
般
、
飢
餓
人
口
が
十
億
人
を
突
破
し
た
こ
と
を
公
表
し
、｢

金
融
危
機
が
発
展

途
上
国
を
含
む
多
く
の
農
業
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
食
糧
危
機
は
、
今
後
ま
す
ま
す
深
ま
る
恐
れ
が
あ
る
」

と
警
告
し
て
い
る
。
ま
た
、
農
林
水
産
省
も
「
二
〇
一
八
年
に
お
け
る
食
糧
需
給
見
通
し
」
の
中
で｢

世
界

の
食
糧
は
、
穀
物
等
の
在
庫
水
準
が
低
く
需
要
が
逼
迫
し
た
状
況
が
継
続
す
る
。
食
料
価
格
は
二
〇
〇
六
年

以
前
に
比
べ
て
高
い
水
準
で
、
か
つ
、
上
昇
傾
向
で
推
移
す
る｣

と
分
析
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
こ
れ
ま
で
の
輸
入
自
由
化
万
能
論
の
立
場
で
は
、
深
刻
な
世
界
の
食
糧
問
題
は
解

決
で
き
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
主
要
食
糧
の
増
産
を
図
り
、
食
糧
自
給
率
を
向
上
さ
せ
る
以
外
に
打
開
で
き

な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
、
農
産
物
貿
易
の
全
面
自
由
化
と
生
産
刺
激
的
な
農
業
補
助
金
の
削
減
・
廃
止
を
世

界
の
農
業
に
押
し
つ
け
た
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
協
定
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
推
進
路
線
の
見
直
し
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
る
。

日
豪
・
日
米
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
、
日
本
農
業
に
壊
滅
的
打
撃
を
も
た
ら
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

と
う
て
い
容
認
で
き
な
い
。
現
に
日
米
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
つ
い
て
は
、
日
米
経
済
協
議
会
の
委
託
研
究
レ
ポ
ー
ト

｢

日
米
Ｅ
Ｐ
Ａ
効
果
と
課
題
」
の
分
析
に
お
い
て｢

Ｆ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
自
由
化
に
伴
う
生
産
縮
小
が
観
察
さ
れ

る
」
と
結
論
づ
け
て
、
具
体
的
な
減
少
量
と
し
て
、
「
米
で
八
十
二
・
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
穀
類
で
四
十
八

・
〇
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
肉
類
で
十
五
・
四
四
パ
ー
セ
ン
ト
が
減
少
す
る｣

と
し
て
お
り
、
今
求
め
ら
れ
る
の

は
食
糧
の
更
な
る
外
国
依
存
と
決
別
し
、
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
な
い
食
糧
自
給
率
の
向
上
に
大
き
く
踏

み
出
す
こ
と
と
考
え
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
推
進
路
線
を
見
直
し
、
ア
メ
リ
カ
と
の
Ｆ

Ｔ
Ａ
交
渉
は
行
わ
な
い
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
日

大
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長
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